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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」
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日・場所　５月２１日（火）ふれあいセンター（宇田郷）
　　　　　５月２２日（水）のうそんセンター（福賀）
　　　　　５月２３日（木）町民センター（奈古）
時　　間　午後７時～（各会場とも同じ）
新年度の町の主要・重要施策を説明し、みなさんからのご意見をお聞きします。

■問い合わせ先：役場総務課　☎２－３１１０

中
村
秀
明
氏
が
当
選

中
村
秀
明
氏
が
当
選

中
村
町
政
3
期
目
へ

　

阿
武
町
長
選
挙
が
４
月
９
日
告

示
さ
れ
、
現
職
１
人
、
新
人
１
人

が
立
候
補
。
４
月
14
日
、
町
内
９

カ
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

即
日
開
票
の
結
果
、
現
職
の
中
村

秀
明
氏
が
当
選
を
果
た
し
、
中
村

町
政
3
期
目
の
ス
タ
ー
ト
が
決
定

し
ま
し
た
。

木与公民分館
阿武町町民センター
奈古浦公民館
下東郷集会所
阿武町のうそんセンター
上笹尾集会所
上万公民分館
阿武町ふれあいセンター
惣郷公民分館

６２．１１
７８．７３
７７．８７
８５．６０
７６．０７
８４．６７
８６．３６
７７．４８
７６．４４
７７．２９

２００
８９２
４８２
１０７
１７８
１１６
１１４
３２０
１３３
２,５４２

３２２
１,１３３
６１９
１２５
２３４
１３７
１３２
４１３
１７４
３,２８９

１
２
３
４
５
６
７
８
９

投
票
区

投票所
当日の
有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

合　　計

第
8
投
票
所
の
様
子

役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
た

開
票
作
業

平成25年度『まちづくり懇談会』を開催します!!
『小さくても個性が光る　自立したまちづくり』をめざして

各自治会で、誘い合
って声かけあって、
多くの方のご来場を
お願いします!!

阿武町選挙管理委員会の佐伯崧
委員長から当選証書を付与され
る中村町長

たかし

阿武町長選挙結果（敬称略・投票数順）
当選　中村　秀明　無・現 1,977票
　　　白松　博之　無・新 546票
　　　　　　　※無効票等 19票
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第
２
次
安
倍
内
閣
発
足
以
来
、

大
胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な
財

政
政
策
、
そ
し
て
、
民
間
投
資
を

喚
起
す
る
成
長
戦
略
の
３
本
の
矢

を
基
本
戦
略
と
す
る
い
わ
ゆ
る

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」へ
の
期
待
感
か

ら
景
気
も
回
復
局
面
に
あ
る
と
云

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
景
気
の
動

向
は
、
町
民
の
経
済
面
、
ま
た
、

町
の
税
収
面
で
も
少
な
か
ら
ざ
る

影
響
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
の
安
倍
総
理
の
手
腕
に
大
き
く

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
25
年
度
の
主

要
施
策
の
概
略
を
申
し
上
げ
ま
す

と
、

▼
産
業
対
策
の
う
ち
農
業
面
で
は
、

農
地
の
汎
用
化
の
た
め
の
福
田
地

区
で
の
県
営
地
下
か
ん
が
い
シ
ス

テ
ム
事
業
、
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
援
対
策
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　
ま
た
、
県
営
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
で
は
、
飯
谷
の
農
道
拡

幅
工
事
、
土
地
区
の
営
農
飲
雑
用

水
整
備
事
業
の
早
期
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
農
業
法
人
や
認
定
農

業
者
等
の
意
欲
あ
る
農
業
者
の
育

成
支
援
と
同
時
に
、
新
規
就
農
者

の
受
け
入
れ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
フ

ァ
ー
マ
ー
就
農
促
進
研
修
事
業
や

町
単
独
の
農
事
組
合
法
人
後
継
者

育
成
事
業
で
こ
れ
を
支
援
し
ま

す
。

　
ま
た
、
本
町
の
特
産
品
で
あ
る

無
角
和
種
振
興
で
は
、
福
賀
地
区

の
西
台
に
公
共
牧
場
を
整
備
す
る

畜
産
基
盤
再
編
総
合
整
備
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
林
業
で
は
、
林
業
専
用
道
東
イ

ラ
オ
線
の
開
設
工
事
も
鋭
意
進
め

ま
す
。

　
水
産
業
で
は
、
キ
ジ
ハ
タ
の
幼

稚
仔
を
保
護
育
成
す
る
魚
礁
の
設

置
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
商
工
業
対
策
で
は
、
起
業
時
の

初
期
投
資
等
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
町
単
独
事
業
の
起
業
化
支

援
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

　
道
の
駅
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
４
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
に
向
け
物
販
棟
、
温
泉

棟
等
の
建
築
や
外
構
工
事
等
を
鋭

意
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
地

域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
観
光
開

発
、
地
域
行
事
等
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

▼
暮
ら
し
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
老
人
福
祉
施
設
等
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
生
活
支
援
ハ

ウ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
積
極
的

な
活
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

延
長
保
育
や
妊
婦
、
育
児
相
談
を

は
じ
め
と
す
る
子
育
て
支
援
事
業

等
も
工
夫
を
加
え
な
が
ら
一
層
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
阿
武
町
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
に
、
新
た
に
認
知
症
地
域

支
援
員
を
配
置
し
、
医
療
・
介
護

の
連
携
や
地
域
に
お
け
る
支
援
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ナ
ダ
ビ
シ
ョ
ッ
プ
ス

大
学
と
の
提
携
に
よ
る
み
ど
り
保

育
園
外
国
青
年
招
致
事
業
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

▼
生
活
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、

町
道
汐
入
野
地
線
は
今
年
度
下
期

か
ら
の
供
用
開
始
、
町
道
柳
尾
汐

入
線
は
、
年
度
中
の
完
成
に
向
け

自主防災組織の取り組みを強化
道の駅阿武町をリニューアル

平成25年度
町長の施策方針

最重要課題は、町民の安全・
安心の確保および防災対策　

鋭
意
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
町
道
長
浜
西
ヶ
畑
線

は
、
用
地
購
入
及
び
工
事
に
着
手

し
、
仮
称
阿
武
町
中
央
公
園
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
用
地
買
収

や
遊
具
等
の
整
備
を
進
め
、
早
期

の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
の
機
能
・
機
動

性
向
上
の
観
点
か
ら
、
宇
田
中
央

消
防
器
庫
に
水
槽
付
普
通
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
配
備
し
ま
す
。

　
な
お
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
に
対
す
る
補
助
も

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

▼
定
住
促
進
対
策
に
つ
い
て
は
、

公
営
住
宅
の
建
設
や
分
譲
宅
地
の

造
成
も
引
き
続
き
行
う
一
方
で
、

魅
力
あ
る
子
育
て
支
援
や
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
行
事
等
の
ソ
フ
ト
事
業

を
鋭
意
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
就
農
者
等
を
含
む

都
市
部
等
か
ら
の
移
住
者
を
、
高

齢
化
が
進
む
各
集
落
へ
と
誘
引

し
、
地
域
の
活
力
を
高
め
る
、
阿

武
町
型
の
定
住
対
策
を
進
め
ま

す
。

　
そ
し
て
、
移
住
の
足
が
か
り
と

な
る
よ
う
、
都
市
圏
で
の
定
住
フ

ェ
ア
等
に
参
加
す
る
と
同
時
に
、

町
出
身
者
の
企
業
等
に
も
積
極
的

に
出
向
き
、
企
業
誘
致
の
足
が
か

り
や
町
人
会
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

▼
社
会
教
育
・
学
校
教
育
の
推
進

対
策
に
つ
い
て
は
、
第
４
次
学
校

図
書
館
図
書
整
備
５
カ
年
計
画
に

基
づ
き
町
内
各
小
中
学
校
の
図
書

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
セ
ン
タ
ー
屋
上
の

防
水
工
事
、
体
育
セ
ン
タ
ー
の
照

明
機
器
の
取
替
工
事
お
よ
び
宇
田

ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
安

定
器
等
の
取
替
工
事
を
行
い
ま

す
。

▼
住
民
参
画
対
策
に
つ
い
て
は
、

各
自
治
会
が
本
来
の
機
能
を
発
揮

す
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
・
相
談
体

制
の
強
化
、
特
に
自
治
会
の
自
主

防
災
組
織
と
し
て
、
消
防
団
と
自

治
会
の
合
同
消
火
訓
練
の
経
験
を

踏
ま
え
、
消
防
団
を
補
完
す
る
組

織
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
な
お
、
自
治
会
へ
の
各
種
交
付

金
は
、
使
い
勝
手
を
良
く
す
る
よ

う
内
容
等
の
再
検
討
を
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

を
町
内
３
地
区
で
実
施
す
る
と
と

も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
出
前
ト
ー

ク
、
町
政
出
前
講
座
」
な
ど
も
要

請
に
応
じ
実
施
し
ま
す
。

　
新
年
度
に
お
い
て
は
、
各
種
施

策
を
迅
速
か
つ
的
確
に
執
行
す
る

と
と
も
に
、
不
断
の
行
政
改
革
を

断
行
し
な
が
ら
町
政
運
営
を
行
っ

て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

中村秀明町長
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平成２5年度当初予算が成立平成２5年度当初予算が成立
一般会計　３３億５０００万円（28.0％増）
特別会計　１５億９９５９万円（6.7％増）
総　　額　４９億４９５９万円（20.2％増）

平成２5年度当初予算が成立
一般会計　３３億５０００万円（28.0％増）
特別会計　１５億９９５９万円（6.7％増）
総　　額　４９億４９５９万円（20.2％増）

第１回議会定例会　３月５日～19日

　
農
業
関
係
で
は
、
付
加
価
値
の

高
い
農
産
品
の
生
産
基
盤
確
保
の

た
め
、
福
田
地
区
に
お
い
て
農
地

の
汎
用
化
を
図
る
県
営
地
下
か
ん

が
い
シ
ス
テ
ム
事
業
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、「
エ
コ
１
０
０
米
」

な
ど
の
環
境
保
全
効
果
の
高
い
営

農
活
動
を
支
援
す
る
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
援
対
策
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
で
は
、
飯
谷
地
区
の
農
道
拡
幅

工
事
及
び
土
地
区
の
営
農
飲
雑
用

水
施
設
整
備
工
事
の
早
期
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
特
産
品
で
あ
る

無
角
和
種
は
、
ヘ
ル
シ
ー
肉
と
し

て
の
評
価
が
高
ま
る
一
方
、
安
定

生
産
や
収
益
性
の
向
上
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
福
賀
地
区

西
台
の
町
有
地
を
活
用
し
、
繁
殖

牛
な
ど
を
放
牧
管
理
す
る
公
共
牧

場
を
整
備
す
る
畜
産
基
盤
再
編
総

合
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
イ

ノ
シ
シ
、
サ
ル
な
ど
の
有
害
鳥
獣

の
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
捕
獲

頭
数
の
増
頭
を
積
極
的
に
進
め
ま

す
。

◎
畜
産
基
盤
再
編
総
合
整
備
事
業

　
（
７
７
６
９
万
円
）

◎
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

　
業
（
１
０
７
５
万
円
）

◎
県
営
地
下
か
ん
が
い
シ
ス
テ
ム

　
事
業
（
１
９
７
万
円
）

　
林
業
関
係
で
は
、
町
有
林
に
つ

い
て
、
保
育
事
業
を
計
画
的
に
実

施
す
る
ほ
か
、
福
賀
イ
ラ
オ
山
の

林
業
専
用
道
の
開
設
工
事
を
進
め

ま
す
。
　

◎
林
業
専
用
道
東
イ
ラ
オ
山
線
新

　
設
事
業
（
５
５
５
６
万
円
）

　
水
産
業
関
係
で
は
、
宇
田
郷
漁

港
の
漁
港
施
設
の
長
寿
命
化
と
更

新
コ
ス
ト
の
平
準
化
・
縮
減
な
ど

を
図
る
た
め
の
漁
港
施
設
機
能
保

全
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
磯
焼
け
対
策
と
し

て
、
沿
岸
域
で
の
藻
場
の
保
全
、

回
復
に
資
す
る
よ
う
漁
業
者
が
行

う
各
種
保
全
活
動
に
対
し
て
補
助

を
行
う
ほ
か
、
石
材
な
ど
着
定
基

質
の
投
下
に
よ
る
藻
場
の
造
成
も

　
今
年
度
の
阿
武
町
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
33
億
５
０
０
０
万

円
、
昨
年
度
よ
り
７
億
３
２
０
０
万
円
、
28・０
％
の
大
幅
な
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
道
の
駅
内
施
設
の
改
築
な
ど
を
行
う
、

道
の
駅
阿
武
町
施
設
整
備
事
業
の
実
施
に
よ
る
も
の
が
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
７
つ
の
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
予
算

総
額
も
49
億
４
９
５
８
万
８
０
０
０
円
で
、
対
前
年
度
比
８
億
３
１

７
４
万
４
０
０
０
円
、
20・２
％
の
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
歳
出
の
抑
制
に
取
り
組
む

と
と
も
に
「
阿
武
町
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
と
の
整
合
性
と
行
財

政
改
革
を
進
め
つ
つ
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
平
成
25
年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
「
元
気
！
あ
ぶ

町
！
５
０
０
１
プ
ラ
ン
」
の
６
つ
の
柱
に
そ
っ
て
説
明
し
ま
す
。

　※

◎
事
業
名
　
　※

（
　
）内
の
金
額
は
今
年
度
予
算
額

平
成
25
年
度
　
主
要
施
策
の
概
要

　平成25年度予算などを審議する平成25年第１回阿武町議会定例会が、３月５日～19日
までの会期15日間で開かれ、提出議案35件、発議１件、推薦１件、全員協議会での報告２
件が、いずれも慎重に審議され、原案どおり可決または承認されました。定例会冒頭での中
村町長の施策方針、新年度予算や主な事業を紹介し、議決事項を報告します。

１ 

明
日
に
つ
な
ぐ

　
　
活
力
あ
る

　
　
　
産
業
づ
く
り

東イラオ山線始点予定地（福賀）
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平成25年度会計別予算状況平成25年度一般会計歳入歳出予算状況
予算総額33億5000万円

伸長率

28.0%

6.7%

4.5%

△12.0%

11.0%

12.5%

2.8%

△3.4%

3.9%

20.2%

金　額

732,000

99,744

28,250

△ 8,060

8,591

71,530

1,273

△ 2,804

964

831,744

構成比

67.7%

32.3%

13.3%

1.2%

1.8%

13.0%

0.9%

1.6%

0.5%

100.0%

当初予算額

前年度との比較平成25年度
区　　分

3,350,000

1,599,588

658,323

59,281

86,442

645,200

46,177

78,497

25,668

4,949,588

一般会計

特別会計

合　　計

国保
（事業勘定）
国保

（直診勘定）

後期高齢

介護保険

簡易水道

農業排水

漁業排水

歳出

歳入

議会費 1.1%
総務費 12.5%

衛生費 6.7%

民生費 17.0%

労働費 0.1%商工費 26.0%

土木費 6.2%
消防費 3.7%
教育費 4.0%
公債費 8.7%
諸支出金 1.4%

予備費 0.3%

町税 8.3%町債 8.9% 地方譲与税 0.9%
地方消費税交付金 
0.7%
自動車取得税
交付金 0.3%

地方交付税 44.8%

分担金及び負担金 0.8%使用料及び手数料 1.5%
国庫支出金 4.8%
県支出金 8.0%
財産収入 0.2%

繰入金 16.7%
繰越金 3.0%
諸収入 1.1%

単位：千円

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を

推
進
す
る
た
め
、
魚
の
住
み
家
と

な
る
間
伐
材
魚
礁
や
、
キ
ジ
ハ
タ

育
成
を
目
的
と
し
た
幼
稚
仔
保
護

育
成
礁
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

◎
単
県
農
山
漁
村
魚
礁
整
備
事
業

　
（
７
０
０
万
円
）

◎
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事
業

　
（
６
０
０
万
円
）

　
商
工
業
関
係
で
は
、
起
業
時
に

お
け
る
初
期
投
資
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
起
業
家
支
援
事
業
を

実
施
す
る
ほ
か
、
道
の
駅
の
振
興

に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に

向
け
、
物
販
棟
、
温
泉
棟
な
ど
の

建
築
や
外
構
工
事
を
鋭
意
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
道
の
駅
を
核

と
し
た
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し

や
観
光
開
発
、
地
域
行
事
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
眺
望
の
素
晴
ら
し
い
西

台
に
駐
車
場
及
び
展
望
所
を
設
置

し
、
今
後
の
観
光
資
源
と
し
て
の

展
開
の
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。

◎
道
の
駅
阿
武
町
施
設
整
備
事
業

　
（
８
億
２
３
４
１
万
円
）

◎
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　
（
７
２
０
万
円
）

　
暮
ら
し
の
対
策
と
し
て
は
、
町

内
の
老
人
福
祉
施
設
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
各
種
健
康
づ
く
り
教

室
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
健
康
福
祉
事

業
、
生
活
支
援
事
業
、
延
長
保
育

や
妊
婦
、
育
児
相
談
を
は
じ
め
と

す
る
子
育
て
支
援
事
業
な
ど
工
夫

を
加
え
な
が
ら
一
層
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　
特
に
、
カ
ナ
ダ
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ

ス
大
学
と
の
提
携
に
よ
る
み
ど
り

保
育
園
外
国
青
年
招
致
事
業
は
、

保
護
者
の
方
々
か
ら
大
変
好
評
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
対
策
と
し
て
、

阿
武
町
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
に
、

認
知
症
地
域
支
援
員
を
配
置
し
、

医
療
・
介
護
の
連
携
や
地
域
に
お

け
る
支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

◎
認
知
症
施
策
総
合
推
進
事
業

　
（
６
５
０
万
円
）

◎
み
ど
り
保
育
園
外
国
青
年
招
致

　
事
業
（
２
１
０
万
円
）

　
交
通
関
係
で
は
、
町
営
バ
ス
や

生
活
路
線
バ
ス
、
さ
ら
に
、
昨
年

10
月
か
ら
本
運
行
を
は
じ
め
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
運
行
事
業

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
道
路
整
備
関
係
で
は
、
県
道
高

佐
下
阿
武
線
と
町
道
汐
入
野
地
線

を
結
ぶ
町
道
柳
尾
汐
入
線
及
び
宇

田
郷
の
畑
地
区
と
国
道
１
９
１
号

を
結
ぶ
町
道
長
浜
西
ヶ
畑
線
の
道

路
改
良
工
事
を
行
う
ほ
か
、
昨
年

12
月
に
波
浪
・
高
潮
に
よ
り
浸
食

さ
れ
現
在
通
行
止
め
と
な
っ
て
い

る
町
道
宇
田
中
央
線
の
防
災
工
事

を
行
い
ま
す
。

保育士補助員のゾエさん

２ 

み
ん
な
で
支
え
る

　
　
安
心
な
暮
ら
し

　
　
　
　
　
づ
く
り

３ 

住
み
よ
い
快
適
な

　
　
　 

環
境
づ
く
り

宇田郷漁港

農林水産業費 12.3%
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◎
町
道
宇
田
中
央
線
道
路
防
災
事

　
業
（
１
億
円
）

◎
町
道
柳
尾
汐
入
線
道
路
改
良
事

　
業
（
４
９
６
０
万
円
）

　
環
境
衛
生
関
係
で
は
、
平
成
27

年
供
用
開
始
予
定
の
新
清
掃
工
場

の
建
設
費
の
一
部
負
担
を
含
む
事

務
委
託
を
行
う
ほ
か
、
地
球
温
暖

化
対
策
を
推
進
す
る
た
め
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ

れ
る
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

◎
萩
・
長
門
清
掃
工
場
事
業
事
務

　
委
託
事
業
（
９
６
５
３
万
円
）

　
消
防
・
防
災
関
係
で
は
、
地
震

時
の
住
宅
倒
壊
被
害
か
ら
住
民
を

守
る
た
め
、
住
宅
の
耐
震
診
断
や

耐
震
改
修
に
係
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
ほ
か
、
消
防
救
急
業
務

に
つ
い
て
は
、
萩
市
消
防
本
部
と

の
連
携
を
保
つ
と
と
も
に
、
消
防

団
の
機
能
・
機
動
性
向
上
の
観
点

か
ら
、
宇
田
郷
分
団
に
水
槽
付
普

通
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備
し

ま
す
。

◎
消
防
自
動
車
整
備
事
業

　
（
２
０
０
４
万
円
）

　
若
い
世
代
の
定
住
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

受
け
入
れ
を
行
う
た
め
、
旧
宇
田

中
学
校
跡
地
に
新
た
に
１
棟
２
戸

の
町
営
住
宅
を
建
築
す
る
ほ
か
、

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
定
住
の
足
が
か
り
と
な

る
よ
う
都
市
圏
で
の
定
住
フ
ェ
ア

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
ほ

か
、
阿
武
町
フ
ァ
ン
や
サ
ポ
ー
ト

町
民
を
獲
得
す
る
た
め
、
町
出
身

者
の
企
業
な
ど
に
も
積
極
的
に
出

向
き
、
企
業
誘
致
の
足
が
か
り
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
町
人
会
な
ど

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め

ま
す
。

◎
公
営
住
宅
建
設
事
業

　
（
４
５
０
７
万
円
）

水槽付普通消防ポンプ自動車（同型）

定住フェア

町道柳尾汐入線（奈古） 町道宇田中央線の浸食箇所

◎
定
住
対
策
ソ
フ
ト
事
業

　
（
３
９
９
万
円
）

　
次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
読

書
活
動
推
進
の
た
め
、
第
４
次
学

校
図
書
館
図
書
整
備
５
ヶ
年
計
画

に
基
づ
き
、
町
内
各
小
中
学
校
の

学
校
図
書
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
・
設
備
な
ど
の
老

朽
化
に
対
応
す
る
た
め
、
町
民
セ

ン
タ
ー
の
屋
上
防
水
工
事
や
体
育

セ
ン
タ
ー
照
明
機
器
及
び
宇
田
ふ

れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
安
定

器
な
ど
の
取
替
工
事
を
行
い
ま

す
。

◎
社
会
教
育
施
設
等
整
備
事
業

　
（
５
５
０
万
円
）

◎
学
校
図
書
館
図
書
整
備
事
業

　
（
１
９
０
万
円
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
真
摯
な
取

組
に
よ
り
、
自
治
会
制
度
も
よ
う

や
く
根
付
い
て
き
ま
し
た
が
、
各

自
治
会
が
本
来
の
機
能
を
発
揮
す

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
・
相
談
体
制
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
自

治
会
へ
の
各
種
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
自
治
会
長
の
意
見
も
参
考
に

し
な
が
ら
使
い
勝
手
を
良
く
す
る

よ
う
内
容
の
再
検
討
な
ど
も
行
い

ま
す
。
自
治
会
の
自
主
防
災
組
織

と
し
て
の
取
組
は
、
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
訓
練
の
経
験
を
踏
ま

え
、
今
後
、
消
防
団
を
補
完
す
る

組
織
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に

反
映
す
る
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
」
を
今
年
度
も
３
地
区
で

開
催
す
る
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
「
出

前
ト
ー
ク
、
町
政
出
前
講
座
」
な

ど
も
要
請
に
応
じ
実
施
し
ま
す
。

◎
自
治
会
総
合
交
付
金
交
付
事
業

　
（
９
９
１
万
円
）

４ 

と
も
に
築
く
定
住

　
　 

の
ま
ち
づ
く
り

６ 

連
携
の
き
ず
な
が

　
　
広
が
る
し
く
み

　
　
　
　
　
づ
く
り

小学校図書館

５ 

い
き
い
き
と
未
来

　 

に
輝
く
人
づ
く
り
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本
定
例
会
一
般
質
問
に
は
、
２

人
の
方
か
ら
次
の
４
つ
の
質
問
が

あ
り
、
町
長
お
よ
び
教
育
長
が
答

弁
し
ま
し
た
。

質
問
者
お
よ
び
内
容

中
野
祥
太
郎
議
員

○
道
の
駅
阿
武
町
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

　
ル
の
目
的
、
経
営
理
念
に
つ
い

　
て

○
阿
武
町
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
給
食

　
に
つ
い
て

西
村
良
子
議
員

○
自
治
会
活
動
の
現
状
と
今
後
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
「
町
文
化
ホ
ー
ル
」
の
個
性
が

　
光
る
運
営
に
つ
い
て

　
な
お
詳
し
い
内
容
は
Ｐ
９
議
会

だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

阿
武
町
監
査
委
員
条
例
の
全
部
を

改
正
す
る
条
例

　
監
査
委
員
条
例
の
内
、
地
方
自

治
法
で
条
例
に
規
定
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
監
査
、
検
査
等
の
実

施
日
等
を
条
例
に
明
記
す
る
と
共

に
、
委
員
の
定
数
等
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
に
委
任
す
る
た

め
の
条
例
の
全
部
改
正
で
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
条
例
の
左
横
書
き
等
の
整

備
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
条
例

　
事
務
処
理
の
合
理
化
や
能
率

化
、
更
に
、
読
み
や
す
さ
の
観
点

か
ら
、
現
在
、
縦
書
き
と
な
っ
て

い
る
条
例
を
左
横
書
き
に
改
め
る

た
め
の
新
規
条
例
の
制
定
で
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例

　
増
加
し
て
い
る
空
き
家
等
の
放

置
に
よ
り
、
町
民
の
良
好
な
生
活

環
境
や
安
全
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
そ
の
適
正
な
管

理
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
条
例
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

阿
武
町
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会

の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
根
拠
法
令
で
あ
る
「
障
害
者
自

立
支
援
法
」
が
「
障
害
者
の
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に

支
援
す
る
た
め
の
法
律
」
に
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
障
害
者
自

立
支
援
審
査
会
の
名
称
の
文
言
の

修
正
を
行
う
た
め
の
条
例
の
一
部

改
正
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

阿
武
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
根
拠
法
令
で
あ
る
「
障
害
者
自

立
支
援
法
」
の
名
称
の
改
正
に
伴

い
、
引
用
法
令
名
の
修
正
等
を
行

う
た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
で
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例　
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
人
員
や
運
営
基

準
等
を
条
例
で
定
め
る
必
要
が
生

じ
た
た
め
の
条
例
の
新
規
制
定
で

あ
り
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

阿
武
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例

　
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ

り
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う

ち
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
人
員
や
運
営
基
準
等
を
条
例
で

定
め
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
の
条

例
の
新
規
制
定
で
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
関
連

で
す
が
、
町
が
設
置
す
る
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
に
置
く
技
術
管
理

者
の
資
格
等
を
町
の
条
例
で
定
め

る
た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
で
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
条
例

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
別
措

置
法
の
施
行
に
伴
い
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
新
た
な
感
染
症

の
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た

め
の
対
策
本
部
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
新
規
制
定
で
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
及

び
、
阿
武
町
道
路
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
町
道
上
郷
線
の
追
加
路
線
の
変

更
認
定
並
び
に
、
こ
れ
に
伴
う
町

道
路
条
例
の
一
部
改
正
で
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を

定
め
る
条
例

　
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ

る
道
路
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

幅
員
、
線
形
等
の
道
路
構
造
令
に

定
め
る
技
術
的
基
準
等
を
、
道
路

管
理
者
が
条
例
で
定
め
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
の
条
例
の
新
規
制
定

で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

阿
武
町
準
用
河
川
管
理
施
設
等
の

構
造
に
関
す
る
技
術
的
基
準
を
定

め
る
条
例

　
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ

る
も
の
で
す
が
、
河
川
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
準
用
河
川
の
堤
防

等
の
河
川
管
理
施
設
の
構
造
の
技

術
的
基
準
等
を
、
河
川
管
理
者
が

条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
の
条
例
の
新
規
制
定
で
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ

る
、
公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
入
居
者
の
収
入
基
準
や
住

宅
の
整
備
基
準
等
を
条
例
で
定
め

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
の
条
例
の

一
部
改
正
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

阿
武
町
簡
易
水
道
事
業
に
係
る
布

設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管

理
者
に
関
す
る
条
例

　
地
域
主
権
一
括
法
の
施
行
に
よ

る
、
水
道
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
水
道
工
事
の
布
設
工
事
監
督

者
等
の
資
格
基
準
を
条
例
で
定
め

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
の
条
例
の

新
規
制
定
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

阿
武
町
一
般
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
一
般
住
宅
岡
田
橋
団
地
４
戸
の

供
用
開
始
に
伴
う
条
例
の
一
部
改

正
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新
設
事
業

に
伴
う
山
陰
本
線
奈
古
駅
構
内
岡

田
橋
高
架
橋
（
仮
称
）
工
事
（
平

一
般
質
問

議
　
案
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阿
武
町
で
は
、
定
住
促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
左
記
の
と
お
り

各
奨
励
金
の
交
付
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

種　類 交　　　付　　　額 内　　　　　　　　容

Ｕターン
奨 励 金

転　　入
奨 励 金

就　　業
支 度 金

結婚祝金

出産祝金

世帯（２人以上） 200,000円
単身者 50,000円

世帯（２人以上） 100,000円
単身者 50,000円
世帯（２人以上） 300,000円
単身者 100,000円

 50,000円

 50,000円

第　１　子 30,000円
第　２　子 50,000円
第　３　子 100,000円
第　４　子 200,000円
第５子以上 300,000円

阿武町に定住の意志のある45歳以下の方がＵター
ンされた場合。ただし、山口県内からのＵターン
は除きます。

阿武町に定住の意志がある方が転入された場合。

阿武町に定住の意志のある45歳以下の方が第１
次産業就業のため転入された場合。
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が新卒
就業された場合。(町外勤務も可)
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が結婚
された場合。

阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が子供
を出産された場合。

※尚、この制度は年の途中で変更することがあります。
※詳しくは、役場総務課（☎2－3111）または住民課、各支所窓口にお問い合わせください。

阿
武
町
に
定
住
し
た
い

　
　 

　
「
あ
な
た
」
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

成
23
年
度
契
約
）
の
請
負
契
約
の

一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
町
道
汐
入
野
地
線
の
山
陰
本
線

奈
古
駅
構
内
岡
田
橋
高
架
橋
架
設

工
事
の
工
事
内
容
の
一
部
変
更
に

伴
う
請
負
契
約
金
額
の
変
更
で
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
消
防
団
員
の
定
数
・
任

免
・
給
与
・
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
分
団
組
織
の
維
持
及
び
機
能
強

化
の
観
点
か
ら
、
70
歳
定
年
適
用

者
を
分
団
長
以
上
か
ら
、
副
分
団

長
以
上
に
拡
大
す
る
た
め
の
条
例

の
一
部
改
正
で
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増

加
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
山
口
市
が
こ
の
３
月
31
日
を
も

っ
て
、
交
通
災
害
共
済
事
務
か
ら

離
脱
す
る
一
方
、
４
月
１
日
か
ら

光
地
区
消
防
組
合
及
び
柳
井
地
域

広
域
水
道
企
業
団
が
非
常
勤
職
員

公
務
災
害
補
償
事
務
に
加
入
す
る

た
め
の
規
約
の
変
更
で
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴

い
、
外
国
人
登
録
が
な
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
、
山
口
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
契
約
締
結
に
つ
い
て
、
次
の
３

件
の
概
要
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

工
事
名
・
（
請
負
金
額
・
請
負
業

者
名
）

◆
平
成
24
年
度
道
の
駅
阿
武
町
既

　
存
食
堂
・
附
帯
工
作
物
解
体
工

　
事
（
４
７
２
万
５
０
０
０
円
・

　
小
田
産
業
㈱
）

◆
平
成
24
年
度（
仮
称
）阿
武
町
中

　
央
公
園
整
備
工
事（
第
２
工
区
）

　（
６
９
３
万
円
・
小
田
産
業
㈱
）

◆
平
成
24
年
度
町
道
柳
尾
汐
入
線

　
道
路
改
良
工
事
（
１
９
２
１
万

　
５
０
０
０
円
・
阿
武
建
設
㈱
）

【
退
職
】
●
３
月
31
日
付

▼
服
部
孝
子
＝
〈
民
生
課
長
〉

【
再
任
用
】
●
４
月
１
日
付

▼
服
部
孝
子
＝
民
生
課
長
・
介
護

福
祉
係
長
事
務
取
扱
・
兼
み
ど

り
保
育
園
園
長
（
平
成
25
年
６

月
30
日
ま
で
）

【
新
規
採
用
】

▼
福
嶋
　
玲
＝
民
生
課
勤
務

▼
山
根
雅
己
＝
宇
田
郷
支
所
勤

務
・
併
任
　
宇
田
郷
公
民
館
職

員
▼
石
津
奈
保
子
＝
出
納
室
勤
務

【
転
出
】
●
３
月
31
日
付

▼
伊
藤
充
哉
＝
柳
井
小
学
校
教
頭

〈
充
て
指
導
主
事
・
兼
学
校
教

育
係
長
〉

【
転
入
】
●
４
月
１
日
付

▼
三
輪
錠
次
＝
充
て
指
導
主
事
・

兼
学
校
教
育
係
長
〈
阿
武
小
学

校
教
諭
〉

３
件
契
約
の
締
結
の
報
告

町
職
員
の
異
動
等

町
長
部
局

教
育
委
員
会
部
局

〈
　
〉は
旧
職
名
等

新規採用
福島　玲

新規採用
山根 雅己

新規採用
石津奈保子

ふ
く
　
し
ま
　
　
　
れ
い

や
ま
　
ね
　
　
ま
さ
　
み

い
し
　
づ
　
な
　
お
　
　
こ
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問 

平
成
21
年
〜
22
年
に
お

い
て
取
り
組
ま
れ
た
自
治 

会
の
統
合
結
果
の
現
状
と
今

後
の
統
合
へ
の
支
援
は
。

町
長 

平
成
20
年
度
下
期
に

か
け
て
、
集
落
の
再
編
も
含

め
た
集
落
自
治
機
能
の
強
化

を
図
る
た
め
、
駐
在
員
制
度

か
ら
自
治
会
制
度
へ
の
大
転

換
を
図
っ
た
。
当
初
、
56
集

落
か
ら
20
自
治
会
へ
の
再
編

統
合
案
を
示
し
、
平
成
22
年

度
に
は
、
43
自
治
会
と
な
り

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
自
治
会
毎
に
見
る
と 

世
帯
数
や
人
口
に
も
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
運
営
方
法
に
つ

い
て
も
相
当
の
温
度
差
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

　
統
合
の
動
き
と
支
援
に
つ

い
て
は
、
特
に
小
規
模
高
齢

化
集
落
な
ど
の
集
落
間
の
話

問 
「
小
さ
く
て
も
、
個
性
が

光
る
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
つ
と
し
て
、
文
化

ホ
ー
ル
の
特
徴
あ
る
運
営
は
。

教
育
長 

阿
武
町
文
化
ホ
ー

ル
は
、
町
政
40
周
年
記
念
事

業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
世

界
的
に
名
高
い
ス
タ
イ
ン
ウ

ェ
イ
ピ
ア
ノ
や
、
長
田
音
響

設
計
に
よ
る
評
価
の
高
い
音

響
の
良
さ
は
、
こ
の
文
化
ホ

ー
ル
の
存
在
感
を
高
め
て
い

る
。
常
に
最
良
の
状
態
で
使

用
で
き
る
よ
う
維
持
管
理
も

し
て
お
り
、
今
後
も
幅
広
い

イ
ベ
ン
ト
等
も
取
り
入
れ
、

多
方
面
か
ら
も
検
討
を
加
え

て
い
き
た
い
。

問
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
夏
休
み

の
利
用
は
弁
当
を
持
参
し
て

い
る
が
、
衛
生
面
・
栄
養
面

お
よ
び
利
便
性
の
見
地
か
ら

給
食
を
提
供
し
て
は
。

町
長
　
児
童
ク
ラ
ブ
は
体
育

セ
ン
タ
ー
の
中
の
子
ど
も
館

で
、
小
学
１
年
〜
４
年
生
を

対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
現

在
、
平
均
20
人
程
度
の
利
用

者
が
あ
る
。
小
学
校
低
学
年

の
子
ど
も
に
は
、
ま
だ
ま
だ

母
親
の
愛
情
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
そ
の
表
現
と
し
て
お

弁
当
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。

　
現
在
、
学
校
給
食
の
調
理

を
担
当
す
る
正
規
職
員
は
一

人
し
か
お
ら
ず
、
夏
休
み
に

は
保
育
園
の
調
理
な
ど
の
仕

事
に
従
事
し
て
お
り
、
夏
休

み
に
調
理
す
る
職
員
が
い
な

い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
、
当
面
は
、
現

状
の
弁
当
持
参
の
対
応
と
し

た
い
。

問
　
阿
武
町
の
財
政
が
厳
し

い
中
、
ま
た
、
近
い
将
来
に

山
陰
自
動
車
道
の
開
通
を
考

え
た
場
合
、
道
の
駅
阿
武
町

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
目
的

は
何
か
。
ま
た
、
総
事
業
費

と
そ
の
財
源
及
び
今
後
の
経

営
見
通
し
は
。

町
長
　
阿
武
町
の
基
幹
産
業

は
第
一
次
産
業
で
あ
り
、
道

の
駅
は
こ
の
活
性
化
の
拠
点

施
設
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
阿
武
町
産
の
新
鮮

で
安
全
安
心
な
農
林
水
産
物

を
適
正
な
価
格
で
、
町
民
を

は
じ
め
消
費
者
の
皆
さ
ん
に

提
供
し
、
特
産
品
の
開
発
及

び
販
売
に
つ
な
げ
、
ま
た
、

６
次
産
業
化
の
拠
点
施
設
と

し
て
の
機
能
を
持
た
せ
た
い
。

　
総
事
業
費
は
約
８
億
２
０

０
０
万
円
で
、ふ
る
さ
と
振
興

基
金
や
公
共
施
設
整
備
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
と
、過
疎
対

策
事
業
債
を
財
源
と
す
る
。

　
経
営
に
つ
い
て
は
、
支
配

人
自
ら
が
専
門
的
な
知
識
を

有
し
た
方
と
チ
ー
ム
を
組
む

一
般
質
問  

第
1
回
定
例
会  

3
月
13
日

Q
　
道
の
駅
阿
武
町
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

　
　
ル
の
目
的
に
つ
い
て

Q
　
阿
武
町
児
童
ク
ラ
ブ
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
給
食
に
つ
い
て

Q
　
自
治
会
活
動
の
現
状
と

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
支
援
は

Ａ
　
第
一
次
産
業
の
活
性
化
な
ど
の

　
　
拠
点
施
設
と
し
た
い

Ａ
　
当
面
は
現
状
の

　
　
　
　
　
弁
当
持
参
で
対
応
す
る

中野祥太郎  議員

町
長

町
長

問

町
長

問

西村良子  議員

問問 Ａ
　
自
治
会
の
実
態
に
沿
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
見
直
し
を
検
討

Ｑ
　
特
徴
あ
る
文
化
ホ
ー
ル
の
運
営
は

Ａ
　
文
化
、
芸
術
の
場
と
し
て

　
　
　
　
　
一
層
磨
き
を
か
け
た
い

教
育
長

こ
と
と
し
、
こ
の
こ
と
は
㈱

あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
取

締
役
会
か
ら
も
、
了
解
を
得

て
い
る
。

し
合
い
の
機
が
熟
す
の
を
待

ち
た
い
。
昨
年
の
４
月
に
自

治
会
の
実
態
把
握
の
た
め
の

調
査
を
行
い
、
自
治
会
地
区

別
懇
談
会
で
は
、
高
齢
者
福

祉
の
現
状
や
空
き
家
調
査
な

ど
も
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
も
協
議
を
進
め
て
き

た
。
今
後
も
各
自
治
会
の
要

請
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
。

問
　
統
合
後
６
年
目
以
降
の

交
付
金
制
度
の
減
額
へ
の
対

応
と
、今
後
の
支
援
は
。

町
長  

自
治
会
に
交
付
し
て

い
る
町
政
協
力
交
付
金
は
均

等
割
と
世
帯
割
り
で
配
分
さ

れ
て
い
る
が
、
均
等
割
が
５

年
経
過
す
る
ご
と
に
１
集
落

分
減
額
す
る
ル
ー
ル
と
な
っ

て
い
る
。
小
規
模
自
治
会
に

有
利
で
統
合
の
阻
害
要
因
と

の
指
摘
も
あ
る
の
で
、
今
後

均
等
割
と
世
帯
割
の
金
額
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
直
し
、
実
態

に
即
し
た
対
応
を
検
討
し
た

い
。

リニューアルする道の駅阿武町

自治会長集会

町
長

問
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阿
武
町
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例

問
　
空
き
家
な
ど
の
適
正
管

理
に
つ
い
て
、
必
要
な
支
援

と
は
何
か
。

答
　
所
有
者
に
空
き
家
な
ど

の
荒
廃
状
況
を
知
ら
せ
る
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
解
体
業

者
、
工
務
店
を
紹
介
、
ま
た

修
理
す
れ
ば
使
用
で
き
る
場

合
は
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
を
呼
び
か
け
る
。

平
成
24
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

問
　
土
木
費
の
訴
訟
委
託
料

に
つ
い
て
。

答
　
町
道
汐
入
野
地
線
高
架

橋
下
の
旧
コ
ン
ビ
ニ
の
明
渡

し
に
関
し
、
所
有
者
が
実
行

し
な
い
の
で
仮
処
分
を
申

請
、
仮
処
分
は
認
め
ら
れ
強

制
執
行
し
た
が
、
今
度
は
相

手
側
か
ら
損
害
賠
償
が
求
め

ら
れ
現
在
係
争
中
で
あ
り
、

そ
の
弁
護
士
委
託
料
や
訴
訟

費
用
な
ど
。

問
　
ひ
だ
ま
り
の
里
の
支
援

ハ
ウ
ス
の
活
用
に
つ
い
て
。

答
　
支
援
ハ
ウ
ス
が
最
低
１

カ
月
の
利
用
を
基
本
と
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
２
週
間

程
度
と
し
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
検
討
す
る
。

問
　
畜
産
基
盤
再
編
総
合
整

備
事
業
と
は
。

答
　
安
全
安
心
な
肉
牛
育
成

の
た
め
の
公
共
牧
場
を
整
備

す
る
事
業
で
、
無
角
和
種
で

行
い
飼
育
頭
数
の
増
加
や
飼

料
代
の
節
約
を
図
る
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

問
　
自
治
会
彩
生
交
付
金
の

交
付
状
況
は
。

答
　
自
治
会
の
活
動
内
容
に

応
じ
交
付
す
る
も
の
で
、
道

路
の
草
刈
り
等
維
持
管
理
が

一
番
多
く
、
そ
の
他
防
犯
灯

の
設
置
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動

な
ど
多
様
な
活
動
に
対
し
、

各
自
治
会
に
交
付
し
て
い

る
。

問
　
農
山
漁
村
整
備
事
業
の

内
容
は
。

答
　
モ
ド
ロ
岬
沖
に
間
伐
材

を
利
用
し
た
漁
礁
を
設
置
す

る
事
業
。
詳
細
は
今
後
検
討

す
る
。

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
と
は
。

答
　
人
口
減
少
高
齢
化
対
策

と
し
て
の
特
別
交
付
税
事
業

で
、
２
名
の
職
員
を
採
用
す

る
。
１
名
は
道
の
駅
の
ス
タ

ッ
フ
と
し
、
も
う
１
名
は
経

済
課
に
所
属
さ
せ
て
、
行
政

の
横
断
的
な
活
動
を
考
え
て

い
る
。

問
　
漂
着
ご
み
対
策
費
が
高

額
で
あ
る
が
、
抜
本
的
対
応

は
。

答
　
外
交
問
題
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
毎
年
国
や
県
に
対

応
を
要
望
し
て
い
る
。
日
本

海
側
各
県
の
共
通
課
題
と
し

て
今
後
も
要
望
活
動
を
進
め

る
。

問
　
西
台
観
光
資
源
活
用
事

業
の
内
容
は
。

答
　
工
事
内
容
は
、
展
望
台

と
駐
車
場
の
整
備
。

道
の
駅
関
係
の
集
中
審
議

問
　
工
事
費
が
当
初
の
６
億

円
か
ら
今
回
は
約
８
億
円
と

な
っ
た
根
拠
は
。

答
　
当
初
は
建
築
費
の
み
で

あ
っ
た
が
、
今
回
は
解
体
費

や
合
併
浄
化
槽
な
ど
の
建
設

が
含
ま
れ
る
た
め
。

問
　
備
品
購
入
費
の
２
６
８

０
万
円
の
内
訳
は
。

答
　
直
売
所
の
冷
蔵
庫
・
水

槽
な
ど
の
関
連
機
器
。

問
　
売
り
上
げ
目
標
は
。

答
　
過
去
最
高
の
年
間
３
億

円
を
目
指
す
。

問
　
工
事
の
入
札
方
法
お
よ

び
入
札
時
期
に
つ
い
て
。

答
　
共
同
企
業
体
に
よ
る
一

般
競
争
入
札
と
し
、
町
内
業

者
の
参
加
も
考
え
ら
れ
る
。

入
札
時
期
は
５
月
中
旬
を
予

定
し
て
い
る
。

問
　
テ
ナ
ン
ト
に
つ
い
て
。

答
　
業
者
は
で
き
る
だ
け
町

内
業
者
を
優
先
と
し
た
い
。

賃
貸
料
は
面
積
割
を
考
え
て

い
る
。

問
　
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
育
成

は
ど
う
す
る
か
。

答
　
支
配
人
を
中
心
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
進

め
て
い
く
。

問
　
町
内
農
林
水
産
物
の
商

品
化
の
方
法
は
。

答
　
町
内
の
農
林
水
産
物
は

多
く
あ
る
が
、
そ
の
特
産
物

の
現
状
把
握
と
商
品
化
に
つ

い
て
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。
自
社
開
発
か
業
者
と

の
連
携
か
、
奈
古
高
校
と
の

連
携
も
含
め
検
討
す
る
。

問答問答問答

問答問答

問答問答

問

問答問 問 問答 答

答 答問答問答問答問答

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

3
月
14
日
開
催

無角和種の放牧

海岸漂着ごみ

展望台等整備予定の西台

 

３
月
21
日
役
場
で
、
萩
山

口
信
用
金
庫
か
ら
町
へ
の
寄

附
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
同
信
用
金
庫
が

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
地
域
応
援
定
期
預
金
残

高
の
0.02
％
を
営
業
地
区
内
の

市
町
に
対
し
て
寄
附
す
る
も

の
で
、
阿
武
町
に
は
10
万
円

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
こ
の
寄
附
金
は
、
ふ
る
さ

と
振
興
基
金
と
し
て
、
地
域

振
興
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

萩
山
口
信
用
金
庫
が

　
町
へ
10
万
円
を
寄
附

寄
附
金

 

あ
り
が
と
う

  

ご
ざ
い
ま
す
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平
成
25
年
度
阿
武
町
予
算

案
は
、
阿
武
町
基
本
計
画
の

「
元
気
！
あ
ぶ
町
！
５
０
０
１

プ
ラ
ン
」
を
も
と
に
「
町
民

主
役
の
町
づ
く
り
」「
未
来
に

広
が
る
安
心
な
町
づ
く
り
」

「
自
立
と
協
働
の
町
づ
く

り
」
の
３
つ
の
柱
を
中
心
に

編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
案
は
総
額

33
億
５
０
０
０
万
円
で
前
年

度
比
７
億
３
２
０
０
万
円
の

28
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
町
税
の
減
少
・

国
庫
支
出
金
の
減
で
す
が
、

一
方
で
は
地
方
交
付
税
・
県

支
出
金
・
繰
入
金
が
大
き
く

伸
び
て
全
体
で
は
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
町
民
が
非
常

に
関
心
を
示
し
て
い
る
「
道

の
駅
阿
武
町
」
の
施
設
整
備

計
画
や
畜
産
基
盤
再
編
総
合

整
備
事
業
・
西
台
観
光
資
源

活
用
事
業
・
町
道
宇
田
中
央

線
道
路
防
災
事
業
・
宇
田
郷

公
営
住
宅
建
設
事
業
な
ど
の

新
規
事
業
が
増
額
の
要
因
で

す
。

　
減
額
で
は
、
消
防
無
線
デ

ジ
タ
ル
化
改
修
事
業
・
奈
古

中
央
消
防
器
庫
新
築
事
業
・

町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新
設

事
業
の
完
了
に
よ
る
減
で
す

が
、
産
業
対
策
・
暮
ら
し
の

対
策
・
生
活
環
境
対
策
・
定

住
促
進
対
策
・
社
会
教
育
・

学
校
教
育
の
推
進
対
策
・
住

民
参
画
対
策
に
新
規
事
業
や

継
続
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
て
、
町
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

予
算
編
成
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
特
に
、「
道
の
駅
阿
武
町
」

の
予
算
は
、
今
後
の
阿
武
町

に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
意

味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
行

政
と
議
会
が
共
に
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
の
で
、
必
ず

や
成
功
さ
せ
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
次
に
、
７
つ
の
特
別
会
計

予
算
案
は
総
額
15
億
９
９
５

８
万
円
で
前
年
度
比
９
９
７

４
万
円
、
６
・
７
％
増
で
あ

り
ま
す
が
、
阿
武
町
に
は
必

要
最
低
限
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
、
予
算
総
額
49
億
４

９
５
８
万
円
に
つ
い
て
賛
成

し
ま
す
。

末若憲二  議員

平
成
25
年
度
　
予
算
賛
成
討
論

　
現
地
踏
査
で
は
、
岡
田
橋

住
宅
、
町
道
柳
尾
汐
入
線
の

現
地
を
踏
査
し
ま
し
た
。

芝生植栽
ボランティアを募集！

岡
田
橋
住
宅

町
道
柳
尾
汐
入
線

　平成23年度から整備を進めてきた（仮称）阿武
町中央公園ですが、シンボルツリーを始め樹木の
植栽も完了してようやく公園の全体像が見えて来
ました。本年度はトイレ倉庫棟の前に遊具の設置
等を行い、９月に竣工する予定です。
　昨年は多くの町民のご参加で公園中心部
3,000㎡の芝生の植栽を行い、立派な緑のじゅ
うたんになりました。
　今年も残りの約2,000㎡の芝生の植栽を是非
町民の皆さんのご協力を得て完成させたいと思い
ます。ご参加ご協力をお願いします。

●期　日　５月１９日（日）※小雨決行
●時　間　午前９時～１０時３０分
●場　所　奈古駅南側の公園建設地

●参加者　町民有志（ボランティア）
●作業内容　真砂土で整地した地面に５０ｃｍ間隔
　　　　　　で穴を掘り、そこに芝苗を植えます。
●持参物　長い柄の鍬など穴を掘る道具、雨具
　　　　　（小雨決行のため）
●その他　飲み物を準備しますので、ご参加いた
　　　　　だける方は事前に阿武町総務課または
　　　　　各支所までご連絡いただけると幸せま
　　　　　す。当日参加も大歓迎です。
●問い合わせ先
　役場総務課 企画広報係　☎２－３１１１

（仮称）阿武町中央公園に芝生を植えよう！
 “プロジェクト・グリーン第３弾”

現
地
踏
査

設置する遊具のイメージ図
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温水プールでの水中ショーには約300人の観客が

　
農
林
水
産
物
を
荒
ら
す
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
つ
い
て
話
し

合
う
阿
武
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会
が
３
月
29
日
、
阿

武
町
役
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
各
地
区
分
区
長
や
鳥
獣
保

護
員
な
ど
13
人
が
出
席
ま
し
た
。

　
会
で
は
事
務
局
が
平
成
24
年
度
の
被
害
状
況
と
し
て
、
特

に
サ
ル
に
よ
る
農
林
産
物
へ
の
被
害
が
例
年
に
比
べ
増
加
、

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
は
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置
な

ど
に
よ
り
減
少
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
。
平
成
25
年
度
の
捕

獲
隊
編
成
や
捕
獲
計
画
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
わ
な
の
捕
獲
隊
と
し
て
延
べ
18
人
、
銃
器
の

捕
獲
隊
と
し
て
延
べ
20
人
が
活
動
を
行
い
、
新
た
な
捕
獲
対

象
と
し
て
、
近
年
被
害
の
増
え
て
い
る
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ウ
ソ

の
捕
獲
も
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
物
を
守
る
た
め
に

阿
武
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会
を
開
催

　
春
の
到
来
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
「
春
海
鮮
ま
つ
り
」
が
３

月
17
日
道
の
駅
阿
武
町
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
場
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
人
気
の
奈
古
新
鮮
活
魚
市
は
、
奈
古
漁
港
の
活
魚
蓄
養
施

設
前
の
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
、
地
元
漁
師
さ
ん
の
威
勢
の

良
い
声
が
飛
び
交
う
な
か
、
旬
の
桜
鯛
、
イ
サ
キ
、
サ
ザ
エ

な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
テ
ナ
ン
ト
で
は
、
う
に
め
し
、
サ
ザ
エ
の
壺
焼
き
、
お

こ
わ
な
ど
地
元
な
ら
で
は
の
食
材
が
な
ら
び
、
サ
ザ
エ
の
つ

か
み
ど
り
や
日
本
海
漁
船
ク
ル
ー
ズ
な
ど
も
行
わ
れ
イ
ベ
ン

ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
見
島
航
空
自
衛
隊
に
よ
る
沖
縄
民
謡
エ

イ
サ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｂ
Ｕ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ

ー
イ
ズ
に
よ
る
水
中
シ
ョ
ー
で
は
、
温
水
プ
ー
ル
に
約

3
0
0
人
の
観
客
が
詰
め
か
け
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
演
技
に

歓
声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
強
力
な
低
気
圧
の
影
響
か
、

強
い
海
風
の
吹
き
す
さ
ん
だ
３

月
29
日
、
清
ヶ
浜
で
㈱
ナ
ベ
ル

の
職
員
33
人
が
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
地
域
貢
献
と
人
材
育
成
の
た

め
、
積
極
的
に
清
掃
活
動
を
展

開
し
て
い
る
同
社
は
毎
年
、
春

と
秋
に
清
ヶ
浜
を
、
ま
た
新
人

研
修
の
一
環
と
し
て
春
に
国
道

１
９
１
号
沿
い
の
才
ヶ
峠
パ
ー

キ
ン
グ
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
田
中
工
場
長
は
「
暇
や
か
ら

や
り
に
き
ま
し
た
、
と
い
う
感

覚
で
良
い
。
時
に
は
気
分
転
換

も
し
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

あ
げ
て
楽
し
く
仕
事
を
す
る
こ

と
が
大
切
。
掃
除
は
浜
も
綺
麗

に
な
る
し
、
綺
麗
に
し
た
と
い
う
結
果
も
分
か
る
か
ら
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
と
っ
て
も
良
い
。
み
ん
な
一
生
懸

命
・
楽
し
そ
う
に
掃
除
し
て
る
で
し
ょ
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ

ま
し
た
。

春到来!!「旬の食材」が盛りだくさん
道の駅 春の海鮮まつり

「
暇
や
か
ら
や
り
に
き
ま
し
た
!?
」

㈱
ナ
ベ
ル
が
清
ヶ
浜
を
清
掃

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

漂着ごみ多く感じた

　㈱ナベル
　　　中村直子さん
　風が強かったせい
か、日頃より漂着して
いるごみが多いように
感じました。掃除をす
ると良い気分転換にも
なり、仕事もがんばれ
そうです！

ア
ラ
イ
グ
マ
用
捕
獲
檻

清ヶ浜での清掃活動清ヶ浜での清掃活動
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桜
の
花
が
咲
き
誇
る
４
月
８
日
、
町
内
各
小
中
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
阿
武
小
23
人
、
福
賀
小
１

人
、
阿
武
中
15
人
、
福
賀
中
３
人
が
入
学
し
、
気
持
ち
も
新

た
に
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
阿
武
小
学
校
で

行
わ
れ
た
入
学
式
で
は
、
６
年
生
と
手
を
つ
な
ぎ
、
希
望
に

満
ち
た
満
面
の
笑
顔
で
入
場
。
校
長
式
辞
や
来
賓
の
祝
辞
を

一
生
懸
命
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
下
校
後
に
は
今
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
み
ど
り
保
育
園
に
猛
ダ
ッ
シ
ュ
。
児
童
た

ち
は
先
生
や
園
児
た
ち
に
得
意
げ
に
、
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド

セ
ル
や
制
服
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　
春
う
ら
ら
か
な
陽
射
し

の
中
、
４
月
３
日
み
ど
り

保
育
園
で
入
園
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
本

園
、
分
園
合
わ
せ
て
16
人

が
入
園
。
園
児
た
ち
は
真

新
し
い
園
児
服
に
、
玄
関

で
名
札
を
付
け
て
も
ら

い
、
嬉
し
そ
う
に
満
面
の

笑
み
で
保
護
者
と
列
席
。

手
遊
び
を
し
た
り
歌
を
歌

っ
た
り
し
な
が
ら
、
自
分

の
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
元

気
に
返
事
を
し
、
こ
れ
か

ら
の
保
育
園
で
の
生
活
に

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
様
子

で
し
た
。

楽しみな保育園生活に目を輝かせ
みどり保育園で入園式

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４
月
６
日
〜
15
日
ま
で
の
10

日
間
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
阿
武
町
で
は
期
間
中
、
朝
と
夕
方
に
国
道
な
ど
の
危
険
個

所
で
の
街
頭
指
導
を
は
じ
め
、
８
日
に
は
各
地
区
で
「
交
通

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
」
を
実
施
。
婦
人
会
や
交
通
安
全
協
会

会
員
、
交
通
指
導
員
な
ど
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
宇
田
郷
地
区
長
浜
パ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
停
車
を
求
め
ら
れ

た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
婦
人
会
員
や
交
通
指
導
員
ら
が
「
安
全
運

転
お
願
い
し
ま
す
ね
！
」
と
笑
顔
で
声
か
け
を
行
い
、「
あ

り
が
と
う
！
」
と
の
言
葉
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

笑顔の声かけにひとあんしん
春の全国交通安全運動
マナーアップ作戦

希望に胸を膨らませ
町内小中学校で入学式
希望に胸を膨らませ
町内小中学校で入学式

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課企画広報係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku02@town.abu.lg.jp

新入園児と保護者のみなさん 元気よく「ハイッ！」

長浜パーキングでの
マナーアップ作戦

緊張した様子の新1年生（阿武小学校入学式）保育園の先生に入学を報告
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阿
武
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員

着
任
式
が
４
月
２
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
新
し
い
先
生
方
14
人
を
紹
介
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

※

臨
時
・
講
師
の
先
生
を
含
む

①
出
身
地
（
市
町
）

②
趣
味
・
特
技
な
ど

③
学
校
の
印
象
、
今
後
の
抱
負
、

　
自
己
紹
介
な
ど

（
敬
称
略
）（
　
）は
新
勤
務
校
な
ど

【
阿
武
小
学
校
】

▼
校
長
　
板
垣
保
彦（
退
職
）

▼
教
諭
　
三
輪
錠
次

　
　
　
　（
阿
武
町
教
育
委
員
会
）

▼
教
諭
　
柳
井
恵
美（
多
磨
小
）

▼
栄
養
教
諭
　
松
﨑
有
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
萩
西
中
）

▼
養
護
教
諭
　
中
野
洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
田
万
川
中
）

【
福
賀
小
学
校
】

▼
教
頭
　
立
花
小
一
郎（
厚
保
小
）

▼
教
諭
　
久
本
純
子（
川
上
小
）

【
福
賀
中
学
校
】

▼
教
頭
　
加
藤
浩
久

　
　
　
　
　
　（
県
人
権
教
育
課
）

【
阿
武
中
学
校
】

▼
校
長
　
河
村
俊
之（
向
島
小
）

▼
教
頭
　
村
岡
真
樹（
長
府
中
）

▼
教
諭
　
刀
禰
綾
子（
萩
西
中
）

能
野
　
祐
司

阿
武
小
校
長

①
防
府
市
②
釣

り
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
③
奈
古
に
住
ん
で
30
年
余
り
に

な
り
ま
す
。阿
武
町
勤
務
は
初
め

て
で
す
が
、第
２
の
故
郷
で
あ
る

阿
武
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、明
る

く
輝
く
学
校
を
め
ざ
し
て
頑
張
り

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新しい先生
１４人に
聞きました

新しい先生
１４人に
聞きました

新しい先生
１４人に
聞きました

町
内
小
・
中
学
校

教
職
員
の
転
出
な
ど

中
野
　
和
典

　
福
賀
小
教
頭

①
長
門
市

②
囲
碁

③
素
直
で
明
る
く
、
伸
び
伸
び
と

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
11
名
の

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
輝
い
て
見
え

ま
す
。
地
域
の
方
々
の
熱
い
「
ふ

る
さ
と
愛
」
を
感
じ
て
い
ま
す
。

頑
張
り
ま
す
！

な
か
　
の
　
　
　
　
か
ず
　
の
り

宇
佐
川
伸
恵

阿
武
小
養
護
教
諭

①
山
口
市
②
読

書
、
笑
い
ヨ
ガ

③
こ
ん
な
に
も
素
敵
な
学
校
、
地

域
で
勤
務
で
き
る
こ
と
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
着
任

し
た
地
域
に
恩
返
し
す
る
気
持
ち

で
健
康
と
笑
い
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

う
　
　
さ
　
か
わ
　
の
ぶ
　
え

上
田
　
近
代

阿
武
小
栄
養
教
諭

①
長
門
市
②
ウ

イ
ン
ド
ー
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
③
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
、
す
ば
ら
し
い
施
設
で
、
阿
武

町
の
良
さ
を
生
か
し
た
学
校
給
食

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

う
え
　
だ
　
　
　
　
ち
か
　
よ

藏
永
　
京
子

阿
武
小
教
諭

①
宇
部
市
②
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
、

読
書
③
平
成
４
年
４
月
か
ら
５
年

間
、宇
田
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。あ
れ
か
ら
16
年
、ご
縁
が
あ
っ

て
再
び
阿
武
町
で
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
と
共
に

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

く
ら
　
な
が
　
　
　
　
き
ょ
う
　
こ

城
　
隆
輔

阿
武
中
教
頭

①
宇
部
市
②
熱

帯
魚
飼
育
、ジ
ョ

ギ
ン
グ
、剣
道
③
ま
ず
素
晴
ら
し
い

校
舎
に
感
激
し
ま
し
た
。海
と
山
と

の
美
し
い
自
然
と
整
っ
た
学
習
環
境

に
囲
ま
れ
た
中
で
、自
分
に
自
信
を

も
ち
、郷
土
の
阿
武
に
誇
り
が
も
て

る
生
徒
の
育
成
に
尽
力
し
ま
す
。

じ
ょ
う
　
　
　
た
か
　
す
け

畑
中
　
恵
子

阿
武
中
教
諭

①
萩
市
②
図
書

館
に
行
く
こ
と

③
モ
ダ
ン
な
校
舎
に
た
く
さ
ん
の

絵
画
や
書
が
飾
ら
れ
て
い
る
文
化

の
香
り
漂
う
校
舎
が
印
象
的
で
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、生
徒

と
共
に
様
々
な
活
動
を
し
て
い
く

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

は
た
　
な
か
　
　
　
　
け
い
　
こ

渡
邉
　
栄
子

阿
武
中
教
諭

①
萩
市
②
野
草

散
策
、
華
道
③

阿
武
町
３
度
目
の
勤
務
に
な
り
ま

す
。
海
あ
り
山
あ
り
、
自
然
に
恵

ま
れ
た
温
か
い
町
阿
武
町
は
、
と

て
も
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。
心
機

一
転
、
子
ど
も
達
と
共
に
学
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
　
な
べ
　
　
　
　
え
い
　
こ

松
岡
　
七
郎

福
賀
中
教
諭

①
山
口
市
②
読

書
、
食
べ
る
こ

と
③
山
と
海
の
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
阿
武
の
地
で
、
純
粋
な
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
で
き
る

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ま
つ
　
お
か
　
　
　
　
し
ち
　
ろ
う

古
谷
智
恵
子

福
賀
中
教
諭

①
萩
市
②
ジ
ョ
ギ

ン
グ
、ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
③
以
前
、奈
古
中
学
校
で
お
世
話

に
な
っ
て
10
年
ぶ
り
２
度
目
の
阿
武

町
勤
務
に
な
り
ま
し
た
。今
度
は
自

然
豊
か
な
福
賀
の
地
で
、子
ど
も
た
ち

の
夢
の
実
現
に
向
け
て
、一
生
懸
命
支

援
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
　
や
　
　
ち
　
　
え
　
　
こ

友
永
　
千
尋

阿
武
小
教
諭

①
萩
市
②
映
画

鑑
賞
、パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
③
阿
武
小
学
校
の
最
初
の

印
象
は
大
き
く
て
き
れ
い
な
校
舎

だ
な
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
よ
う

な
場
所
で
子
ど
も
と
関
わ
れ
る
こ

と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と
も
　
な
が
　
　
　
　
ち
　
ひ
ろ

大
河
美
乃
莉

　
福
賀
小
教
諭

①
萩
市
②
絵
画

制
作
③
笑
顔
い

っ
ぱ
い
！
元
気
い
っ
ぱ
い
！
や
る
気

満
々
の
福
賀
っ
子
と
の
こ
れ
か
ら

の
学
校
生
活
が
楽
し
み
で
す
。三

本
の
ポ
プ
ラ
の
木
の
よ
う
に
、や
る

気
・
元
気
・
根
気
が
あ
る
子
ど
も
を

育
て
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

お
お
　
か
わ
　
み
　
　
の
　
　
り

山
本
　
和
徳

阿
武
小
教
諭

①
萩
市
②
音
楽

鑑
賞
、演
奏
、料

理
③
同
じ
町
内
の
福
賀
中
か
ら
参

り
ま
し
た
。教
員
と
し
て
は
２５
年

目
で
す
が
、小
学
校
は
初
め
て
で

す
。身
の
締
ま
る（
？
）思
い
で
す
。

心
機
一転
、頑
張
り
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

や
ま
　
も
と
　
　
　
　
か
ず
　
の
り

安
村
　
優

福
賀
中
教
頭

①
下
関
市
豊
北
町

②
無
芸
大
食
（
と

に
か
く
よ
く
食
べ
ま
す
）③
福
賀
中
学
校

に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。私
の
父
も
、20
数

年
前
に
宇
田
小
学
校
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。阿
武
町
に
は
、ご
縁
を
感
じ
て
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

や
す
　
む
ら
　
　
　
ま
さ
る

さわや
かな春の香りが
広がる新学期

の
う
　
の
　
　
　
　
ゆ
う
　
じ
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桑原紀枝
主　事

（新規任用）

小林美保
実習助手
（新規採用）

井上和雄
教　諭

（大津緑洋高校）

相島宏美
教　諭

（下関南総合支援学校）

くわ　ばら　のり　え こ　ばやし　み　　ほ いの　うえ　かず　お おお　しま　ひろ　み

　宇田郷は、静かで落ち着いた地域という印象です。警
察官１４年目にして初めての駐在所勤務ですが、振り込
め詐欺や悪質商法の被害防止を中心に活動していきたい
と考えていますので、ご協力をよろしくお願いします。

町の治安を守る！我が町の駐在所長を紹介します

新 阿武町教育委員会　
学校教育係長（充て指導主事）
　　　　　三　輪　錠　次
　この度の人事異動で、阿武小
学校から阿武町教育委員会に着
任いたしました。
　着任して数日ですが、これまでの学校での仕
事との違いに戸惑いを感じながらも、改めて、
阿武町の皆さんの教育に寄せる熱い思いや子ど
もたちに対する温かい心遣いを強く感じており
ます。そのお気持ちに精一杯応えていき、阿武
町の子どもたちのために、４校の先生方・地域
の皆様のお力をお借りしながら頑張っていきた
いと思います。
　奈古小学校と阿武小学校で過ごした３年間で
したが、これからは、『阿武町の先生』を目指
して頑張ります。これからも、どうぞよろしく
お願いいたします。

前 阿武町教育委員会
学校教育係長（充て指導主事）
　　　　　伊　藤　充　哉
　この度の人事異動で、柳井市立
柳井小学校勤務を命ぜられ、過日
着任しました。
　阿武町では、学校教育係として３年間、児童生
徒の学校生活の充実を目指して勤務してまいりま
した。この間、奈古小学校の閉校、阿武小学校の
開校を体験させていただきました。町民の方々の
教育に対する関心の高さと、子どもたちを見守る
温かいまなざしに感動させられる毎日でした。子
どもたち一人ひとりがよく見える阿武町のすばら
しさを実感しています。今後も、この阿武町のよ
さを守っていって欲しいと切に願っています。
　阿武町で教わった教育に対する情熱を新しい職
場でも持ち続け、子どもたちのために汗をかく日
々を送っていくつもりです。たいへんお世話にな
りました。そして、ありがとうございました。

どうぞよろしくお願いします本当にお世話になりました

　
平
成
25
年
度
の
人
事
異
動

で
、
奈
古
高
校
に
新
し
く
４

人
の
教
職
員
が
着
任
し
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

　※

（
　
）は
旧
勤
務
校
等

奈
古
高
校
の

新
し
い
先
生
紹
介

あ
お
し
ま
り
く
と

4
月
生
ま
れ

青
島
冴
斗
ち
ゃ
ん（
野
柳
）

平
成
24
年
4
月
13
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
裕
也
さ
ん
・（
マ
マ
）
裕
美
さ
ん

　
は
じ
め
ま
し
て
、
り
く
と
で
す
！！

　
最
近
少
ず
つ
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
家
族

み
ん
な
僕
に
メ
ロ
メ
ロ
♥
　
早
く
靴
を
は
い

て
お
姉
ち
ゃ
ん
と
外
で
遊
び
た
い
な
♪

　
た
く
さ
ん
ご
飯
を
食
べ
て
パ
パ
み
た
い
に

大
き
く
な
る
ぞ
ー
！！
町
で
見
か
け
た
ら
声

か
け
て
ね
♥

りくと

宇田郷警察官　駐在所長
氏　名／田中　宏行
出身地／下関市
前勤務／山口県警察本部

た　なか　　　 ひろ　ゆき

い　　　　とう　　　 みつ　　　　や み　　　　 わ　　　 じょう　　　 じ
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20
組
が
十
八
番（
お
は
こ
）を
披
露
！！

　
ま
ち
の
芸
能
人
た
ち
が
十
八
番
を
披

露
す
る
「
第
８
回
あ
ぶ
芸
能
祭
」
が
、

４
月
７
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。（
主
催
・
あ
ぶ
芸
能
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
、
後
援
・
阿
武
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
、
阿
武
町
社
会
福

祉
協
議
会
）

　
町
全
体
で
の
開
催
は
８
回
目
で
20
組

の
個
人
・
団
体
が
、
カ
ラ
オ
ケ
や
バ
ン

ド
演
奏
、
日
舞
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を

凝
ら
し
て
十
八
番
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
芸
能
祭
は
チ
ャ
リ
テ
ィ

活
動
の
一
環
と
し
て
も
開
催
さ
れ
て
お

り
、
参
加
者
や
来
場
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
善
意
の
募
金
20
万
１
３
７
円
は
、

「
ふ
れ
あ
い
と
明
る
い
地
域
づ
く
り
」

に
役
立
て
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
後
日
阿
武
町
社
会
福
祉

協
議
会
福
祉
基
金
と
赤
い

羽
根
共
同
募
金
な
ら
び
に

東
日
本
大
震
災
義
援
金
と

し
て
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。

元気！阿武町！５００１プラン　いきいきと未来に輝く人づくり

あ
ぶ
芸
能
祭

町
の
芸
能
人
の
祭
典

町
民
セ
ン
タ
ー

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
約
２０
万
円
を
寄
付

第８回

司会の花田さん 阿胡スティックスのみなさん

レインボーのみなさん

藤浩会のみなさん 宇田さくら会のみ
なさん あぶ社協のみなさ

ん

カ・パー・フラ・オカハラオマープアナのみなさん

泉の会のみなさん

歌
夢
舞

小
野
さ
ん
・
岡
村
さ
ん

ち
ど
り
会 
上
村
さ
ん

愛
奈
会

近
藤
さ
ん
・
小
野
さ
ん

Ｂ
・
Ｂ
ク
ラ
ブ 

杉
さ
ん

元
気
な
ご
長
寿 

中
村
さ
ん

し
ゃ
く
な
げ
の
会 

原
田
さ
ん

華
祥
会 

三
浦
さ
ん

愛
奈
会 

網
屋
さ
ん

華
祥
会 

水
津
さ
ん

千
歳
会 

清
水
さ
ん

し
ゃ
く
な
げ
の
会 

山
本
さ
ん

う
も
れ
木
の
会

　
黒
川
さ
ん
・
田
中
さ
ん

司会の花田さんとも良いコンビ！

カ・パー・フラ・オカハラオマープアナのみなさん藤浩会のみなさん

三丁櫓のみなさん
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奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卒
団
式
を
開
催

　
３
月
20
日
に
、
奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卒
団
式
を
開
催

し
、
10
人
が
卒
団
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
親
子
交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
３
月
３
日
の
卒
業
記
念
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
で
念
願
の
一
勝
を
挙
げ
た
こ
と
、
ま
た
サ
ッ

カ
ー
部
は
17
日
の
Ｍ
リ
ー
グ
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
優
勝
し
た

育
英
チ
ー
ム
に
予
選
リ
ー
グ
中
３
対
２
で
惜
敗
し
た
も
の

の
全
力
で
戦
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
自
信
を
深
め
た

よ
う
で
、
積
極
的
な
プ
レ
ー
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
卒
団
式
で
は
、
指
導
者
･
在
団
生
か
ら

の
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
卒
団
生
の

門
出
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
ま
た
卒
団
生

一
人
ひ
と
り
か
ら
も
、
思
い
出
や
お
礼
の

気
持
ち
を
伝
え
、
一
年
を
締
め
く
く
る
思

い
出
の
式
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２５
年
度
学
級
生
・
会
員
募
集

　
中
央
公
民
館
で
は
、
奈
古
寿
齢
大
学
・

奈
古
さ
つ
き
婦
人
学
級
・
奈
古
若
葉
学
級
・
奈
古
メ
ン
ズ

キ
ッ
チ
ン
の
学
級
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
公
民
館
は
誰
で
も
気
軽
に
足
を
運
べ
る
、
地
域
住
民
の

教
育
・
文
化
向
上
の
た
め
の
生
涯
学
習
の
窓
口
と
な
る
公

共
施
設
で
す
。
コ
ー
ラ
ス
･
バ
ン
ド
･
カ
ラ
オ
ケ
･
パ
ソ

コ
ン
･
書
道
･
俳
句
･
俳
画
･
詩
吟
･
手
芸
･
囲
碁
･
日

舞
･
太
極
拳
･
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
･
フ
ラ
ダ
ン
ス
･
ス
ト

レ
ッ
チ
･
調
理
な
ど
の
自
主
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
･
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
･
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
･
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
･
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス

･
卓
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し
め
ま
す
。

　
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
趣
味
を
見
つ
け
た
り
仲
間

の
輪
を
広
げ
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

福
賀
婦
人
会
総
会
を
開
催

　
福
賀
婦
人
会
総
会
が
３
月
16

日
に
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
会
員
約
１
０
０
人
が

参
加
し
て
新
年
度
の
事
業
計
画

な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
帯
行
事
と
し
て
の
講
演
会

で
は
、
下
松
市
社
会
教
育
指
導

員
の
河
村
崇
さ
ん
を
講
師
に
お

迎
え
し
、「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

ま
ち
づ
く
り
〜
輝
く
自
分
づ
く

り
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
感
動
・
感
謝
・
関
心
の
三

つ
の
カ
ン
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
輝
く
秘
訣
で
あ
る
こ
と

な
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。
ギ
タ
ー
演
奏
に
合
わ
せ
て
全
員
で

大
合
唱
を
す
る
場
面
も
あ
り
、
大
変
楽
し
い
講
演
会
に
な

り
ま
し
た
。

月
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
年
間
表
彰

【
男
性
の
部
】
優
　
勝
　
市
原
茂
甫
（
下
東
郷
）

　
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
植
田
　
悟
（
上
東
郷
）

　
　
　
　
　
　
第
３
位
　
倉
増
忠
明
（
上
東
郷
）

【
女
性
の
部
】
優
　
勝
　
植
田
明
子
（
上
東
郷
）

　
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
田
村
洋
子
（
新
田
）

　
　
　
　
　
　
第
３
位
　
田
中
敦
子
（
宇
生
賀
中
央
）

月
例
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
年
間
表
彰

【
男
性
の
部
】
優
　
勝
　
梅
田
　
晃
（
宇
生
賀
中
央
）

　
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
高
村
素
明
（
金
社
）

　
　
　
　
　
　
第
３
位
　
田
中
茂
男
（
宇
生
賀
中
央
）

【
女
性
の
部
】
優
　
勝
　
岡
　
隆
子
（
新
田
）

　
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
吉
岡
享
子
（
下
東
郷
）

　
　
　
　
　
　
第
３
位
　
鈴
木
ひ
ろ
こ
（
萩
市
）

【
団
体
の
部
】
第
１
位
　
伊
豆
チ
ー
ム

新
年
度
へ
ス
タ
ー
ト
！

婦
人
会
総
会
を
開
催

　
３
月
10
日
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
平
成
24
年
度
宇
田
郷

婦
人
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
な
ら
び
に
新
年
度
の
事
業
計

画
お
よ
び
予
算
を
全
会
一
致
で
決
議
し
、
終
わ
り
に
新
役

員
が
紹
介
さ
れ
新
年
度
に
向
け
て
走
り
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
終
了
後
山
口
県
立
大
学
学
長 

江
里 

健
輔

氏
に
よ
る
「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
す
べ
き
こ
と
」

に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

第
71
回
あ
っ
た
か
、
春
さ
〜
ん
、
ま
っ
て
ま
す

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

３
月
９
日

宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
フ
リ
ー
の
部
】

優
　
勝
　
柳
井
宣
政（
宇
田
中
央
）

準
優
勝
　
伊
藤
憲
男（
宇
田
中
央
）

３
　
位
　
金
﨑
　
洋（
尾
無
畑
）

【
レ
デ
ィ
の
部
】
　
　
　
　
　
　
【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】

優
　
勝
　
清
水
紀
美
子（
宇
田
浦
）  

佐
伯
定
徳（
宇
田
中
央
）

準
優
勝
　
岩
本
　
房
枝（
宇
田
中
央
）  

西
村
弘
義（
宇
田
中
央
） 

３
　
位
　
伊
藤
佐
登
子（
宇
田
中
央
）  

西
村
忠
久（
宇
田
中
央
） 

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

３
月
20
日
　
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
ミ
ス
タ
ー
の
部
】
　
　
　
　
【
ミ
ズ
の
部
】

優
　
勝
　
光
永
哲
男（
山
口
市
）  

藤
村
マ
ツ
子（
宇
田
中
央
）

準
優
勝
　
西
村
弘
義（
宇
田
中
央
）  

杉
村
　
玉
子（
宇
田
中
央
）

３
　
位
　
白
石
修
照（
宇
田
中
央
）  

近
藤
利
津
子（
宇
田
中
央
）

【
子
ど
も
の
部
】

優
　
勝
　
小
林
　
司（
宇
田
浦
）

準
優
勝
　
篠
原
大
輝（
宇
田
中
央
）
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４
月
８
日（
月
）、
本
校
体
育
館

に
て
平
成
25
年
度
入
学
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。
生
物
資
源
科
学
科
14

名
、
普
通
科
23
名
の
新
入
生
が
、

緊
張
し
た
面
持
ち
で
、
呼
名
に
大

き
な
声
で
返
事
を
し
、
入
学
許
可

を
受
け
ま
し
た
。

　
校
長
式
辞
に
て「
勉
学
に
励
み
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
積
極
的

に
参
加
し
、
仲
間
を
作
る
」
と
い

う
３
つ
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
新

入
生
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
新
入
生
代
表
宣
誓
で
は
、

生
物
資
源
科
学
科
　
長
屋
大
貴
く

ん
が
、「
校
則
を
守
り
学
業
に
専

念
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
述

べ
、
高
校
生
活
へ
の
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

　
37
名
の
新
入
生
が
、
伝
統
あ
る

奈
古
高
等
学
校
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　
３
月
15
日（
金
）４
時
間
目
、
不

審
者
が
校
内
に
侵
入
し
た
と
の
想

定
の
も
と
、
全
校
で
避
難
訓
練
を

し
ま
し
た
。
本
校
で
は
こ
れ
ま
で

火
災
や
地
震
に
対
す
る
避
難
訓
練

は
毎
年
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

不
審
者
に
よ
る
避
難
訓
練
は
初
め

て
で
し
た
。

　
当
日
は
4
時
間
目
の
授
業
開
始

後
、
生
徒
玄
関
か
ら
教
員
が
扮
す

る
「
不
審
者
」
が
侵
入
し
、
さ
す

ま
た
等
で
教
職
員
が
対
応
し
て
い

る
間
に
、
生
徒
が
体
育
館
に
避
難

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
避
難

途
中
で
目
に
す
る
不
審
者
に
興
味

津
々
、
気
を
取
ら
れ
る
生
徒
も
い

ま
し
た
が
、
素
早
く
避
難
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
安
全
が
第
一
の
学
校
生
活
で
す

シリーズ　奈古高はいま

が
、
万
が
一
の
時
に
は
素
早
い
対

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
の
避
難
方
法
を
確
認
す
る

貴
重
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
３
月
18
日（
月
）ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

が
開
催
し
ま
し
た
。
３
年
生
が
す

で
に
卒
業
し
て
い
る
た
め
１
、
２

年
生
だ
け
の
少
し
寂
し
い
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
と
な
り
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
天
で
し
た
が
、

男
子
は
本
校
体
育
館
で
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
試
合
を
行
い
、
汗
だ

く
に
な
り
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
ま
し
た
。
結
果
は
普
通
科
２

年
男
子
が
優
勝
し
ま
し
た
。
ま

た
、
女
子
は
阿
武
町
町
民
セ
ン
タ

ー
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
試
合
を
行

い
、
決
勝
戦
は
２
年
生
ペ
ア
と
１

年
生
ペ
ア
の
接
戦
の
結
果
、
１
年

生
ペ
ア
が
優
勝
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
本
校
体
育
館
で
ク
ラ
ス
対
抗

の
長
縄
飛
び
を
行
い
ま
し
た
。
本

年
度
は
８
の
字
飛
び
で
、
か
け
声

を
出
し
合
い
一
致
団
結
し
て
挑
戦

し
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
、
１
０
０

回
を
超
え
る
好
記
録
が
続
出
し
ま

し
た
が
、
生
物
資
源
科
学
科
１
年

が
１
４
８
回
と
い
う
記
録
で
優
勝

し
ま
し
た
。
少
な
い
人
数
で
の
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
で
し
た
が
、
和
気

藹
々
、
楽
し
く
み
ん
な
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度

　
入
学
式
を
挙
行

不
審
者
対
応
の

　
　
　
避
難
訓
練

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

　
　
　
で
の
熱
戦

37人の新入生が入学

代表宣誓をする長屋くん

女子のバドミントン

男子のバスケットボール

訓練を総評

迫
真
の
不
審
者
対
応
訓
練



優秀作品
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斉藤保健師

詳細については、４月下旬に郵送される「健診のしおり」をご覧ください。

ご不明な点は 役場民生課（☎２－３１１３）まで気軽にお問い合わせください。

健診へ行こう標語　2５年度最優秀作品

【健診期間】５月７日（火）～１２月２７日（金）

☆各地区の集団健診の日程☆　受付：8時～10時
● 宇田郷地区：５月２１日（火）
● 福　賀地区：５月２４日（金）
● 奈　古地区：５月２５日（土）～２７日（月）
　※胃がん検診･･･２１日、２４日、２６日、２７日のみ実施
　※集団歯科健診･･･２１日、２４日、２６日のみ実施

※『健診へ行こう標語』優秀作品は、応募された作品の中から健康づくり
　推進協議会委員による投票結果で選ばれたものです。

☆今年の集団健診はとても充実！男性にも魅力的な中身！☆
いつもの 特定健診 、大腸がん検診 、胃がん検診 、肺がん検診 に加えて、
以下の新しい内容が追加。つい、受け忘れてしまう方は集団健診がオススメですよ！

健診の種類 内　容 対　象　者 料　金

その１
集団歯科健診

・歯科医師の診察、歯科指導
・歯やお口の相談 20歳以上の方 500円

その２
前立腺がん検診

・血液のPSA（前立腺がん腫
　瘍マーカー）値の検査 40～74歳の男性 400円

その３
もの忘れ相談コーナー

・タッチパネルによるもの忘
　れチェック
・もの忘れ相談
・ほっとひと息休憩コーナー

自分のことや家族
の相談等、お気軽
にどうぞ！　　　

無料
お気軽
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福祉タクシーをご利用の皆さまへ
平成２５年４月から対象となる方や
タクシー券の枚数がかわります

　福祉タクシーは、体が不自由等の理由でバスや鉄道の利用が難しい方のために、町がタクシー券を
発行し、基本料金を補助するもので、阿武町内の営業所のみで使用可能です。
※ただし人工透析を受けている方については阿武町及び萩市内のタクシー会社が利用可能です。

【対象となる方】
●身体障害者（１～３級）
　○知的障害者　　　　　　の手帳をお持ちの方
　○精神障害者
　○難病患者等（特定疾患医療受給者証をお持ちの方）
　○要介護の認定を受けた方（要介護１～５の方）
●80歳以上の方

【タクシー券の枚数】年間24枚（ただし、人工透析を受けている方は年間144枚）
◆「障害者手帳」、「特定疾患医療受給者証」、「介護被保険者証」をお持ちの方は、
　申請されるときに窓口へご持参ください。

平成２５年４月から
難病等の方々が障害福祉サービス等の

対象となります
　平成25年４月に施行された障害者総合支援法では、障害者の範囲に難病等の方々が
加わりました。
　対象となる方々は、身体障害者手帳の所持の有無に関わらず、必要と認められた障
害福祉サービス等※の受給が可能となります。
※　障害児・者については、障害福祉サービス、相談支援、補装具及び地域生活支援事業。
　　障害児については、障害児通所支援及び障害児入所支援。

【問い合わせ先】役場  民生課介護福祉係　☎２－３１１５

対象者 対象疾患（130項目）による障害がある方々。

手続き

対象疾患に罹患していることがわかる証明書（診断書又は特定疾患医療
受給者証等）をお持ちの上、担当窓口に支給を申請してください。
その後、認定審査会において障害程度区分の認定や支給認定等の手続き
を経て、必要と認められたサービスを利用できることになります。

お元気な方は、ぜひバスや
コミュニティワゴンをご利用ください。

問い合わせ先：
役場  民生課介護福祉係
☎２－３１１５ 
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ライフスタイルが変わったら必ず届出を

●問い合わせ先　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８ー２４ー２１５８
　　　　　　　　役場住民課住民係　　　　　☎２ー０５００
　　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

年金のたより

届出の内容により、届出先が異なりますのでご注意ください。
なお、手続きの際には、必ず届出先をご確認ください。

国
民
年
金
に
入
る
・
や
め
る

保
険
料
を
納
め
る

年
金
を
も
ら
う

も
ら
う
年
金
を
増
や
す

２０歳になったとき 厚生年金・共済組合加入者以外は
国民年金に加入の届出をする

第１号被保険者→市区町村
第３号被保険者→配偶者の勤務先

こんなとき どうする 届 出 先

会社を退職したとき 国民年金に加入の手続きをする
（被扶養配偶者も同様）

市区町村

結婚や退職等で配偶者の
扶養になったとき

第３号被保険者への種別変更の
手続きをする

配偶者の勤務先

配偶者の扶養からはずれた
とき

第３号被保険者から第１号被保険
者への種別変更の手続きをする

市区町村

配偶者が会社をかわったとき 引き続き第３号被保険者となる
手続きをする

配偶者の新しい勤務先

年金手帳を紛失したとき 再交付の手続きをする 第１号被保険者→市区町村
第３号被保険者→年金事務所

海外に居住する場合 任意加入の手続きをする これから海外に転出する→市区町村
海外に居住している→年金事務所

口座振替を開始・変更する
とき

口座振替納付（変更）申出書を
提出する

銀行・郵便局・農協・漁協・信用金庫
・信用組合・労働金庫・年金事務所

納付書を紛失したとき 納付書の再発行を申し出る 年金事務所

保険料を納めるのが困難な
とき 保険料免除の申請をする 市区町村

30歳未満で保険料を納める
のが困難なとき 若年者納付猶予の申請をする 市区町村

学生で保険料を納めるのが
困難なとき 学生納付特例の申請をする 市区町村

65歳になったとき 老齢基礎年金の受給手続きをする 第１号被保険者期間のみ→市区町村
第３号被保険者期間を含む→年金事務所

障害になったとき 障害基礎年金の受給手続きをする
初診日に第１号被保険者→市区町村
初診日に第３号被保険者→年金事務所
20歳前に障害になった場合→市区町村

加入中に死亡したとき 国民年金加入中→遺族基礎年金・
寡婦年金・死亡一時金の請求

市区町村

定額以上の保険料を納めたい
付加保険料の手続きをする 市区町村

国民年金基金に加入する 国民年金基金へ 
　 ０１２０－６５－４１９２

60歳～65歳になるまで 任意加入の手続きをする 市区町村
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山口県立大学 阿武サテライトカレッジ

文化の壁を越えて
～ヨーロッパ・アジア・アフリカの地域づくり～

第1回　 6月8日（土）
　　　　10：00～11：30　のうそんセンター
　　　　中国に輸出された鎌倉時代の防長の材木
　　　　国際文化学部准教授　伊藤　幸司

第2回　 6月15日（土）
　　　　10：00～11：30　町民センター
　　　　文化が人をつなぐ
　　　　～ドイツに学ぶ文化遺産を活かした観光～
　　　　国際文化学部准教授　斎藤　　理

第3回　 6月22日（土）
　　　　10：00～11：30　ふれあいセンター
　　　　アフリカの日常生活に学ぶ地域づくりの課題
　　　　～水辺の暮らしと物々交換の経済～
　　　　国際文化学部教授　安渓　遊地

●定　　員／各４０人
●受 講 料／１，０００円（全３回）
●応募期限／５月２７日（月）
●申込方法／はがき、電話またはＦＡＸで、住所・氏名・電話
　　　　　　番号を下記の宛先までお知らせください。
　　　　　　〒759-3622　阿武町大字奈古3078-1
　　　　　　阿武町教育委員会 社会教育係
　　　　　　℡：08388-2-0501　FAX：08388-2-2075
●受講通知／はがきで通知
※全講座を受講すると修了証書を授与
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休日当番医

お し ら せ

緊急の場合は１１９番

女
と
男
の
一
行
詩

子
育
て
を
終
え
て
果
た
し
た
夢
ひ
と
つ
　
妻
と
手
を
と
り
大
学
の
門

　
「
福
と
賀
の
里
創
生
企
画
」
と

「
福
賀
公
民
館
」
で
は
、
コ
イ
の
ぼ

り
設
置
ス
タ
ッ
フ
と
、
不
要
に
な
っ

た
コ
イ
の
ぼ
り
を
大
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
５
月
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
る
、
大
井
川
沿
い
の
コ
イ
の
ぼ

り
で
、
今
年
も
１
２
０
匹
を
た
て
る

コ
イ
の
ぼ
り

　
　
　
ス
タ
ッ
フ
募
集

（外）花　宮　医　院 平安古 ㉕8738
（内）波 多 野 医 院 堀　内 ㉕2788
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）すさクリニック 須　佐 ⑥3376
（歯）井上歯科医院 東田町 ㉕1687

（外）萩むらた病院 今古萩町 ㉕9170
（内）わたぬきクリニック 東浜崎 ㉕2020
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）松　原　医　院 須　佐 ⑥5055
（歯）いまだ歯科医院 今古萩町 ㉖2771

（外）田 町 診 療 所 東田町 ㉔1234
（内）中　坪　医　院 今魚店町 ㉒5430
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 ②2838
（歯）大谷歯科医院 下五間町 ㉒0527

（外）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（内）中嶋クリニック 今古萩町 ㉒2206
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）萩市むつみ診療所 吉部上 ⑥0149
（歯）おか歯科医院 土　原 ㉒8241

（外）玉 木 病 院 瓦　町 ㉒0030
（内）全 眞 会 病 院 玉江浦 ㉒4106
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）萩市福川診療所 福井下 ◯520027
（歯）沢村歯科医院 江　向 ㉒1223

（外）萩 市 民 病 院 　椿 ㉕1200
（内）萩 慈 生 病 院 玉　江 ㉕6622
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 ⑤0863
（歯）すえます歯科医院 椿　東 ㉑4525

（外）萩むらた病院 今古萩町 ㉕9170
（内）波 多 野 医 院 堀　内 ㉕2788
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）松　井　医　院 下田万 ②0345
（歯）高雄歯科医院 御許町 ㉒1548

（外）玉 木 病 院 瓦　町 ㉒0030
（内）柳　井　医　院 橋本町 ㉒0748
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）萩市国保川上診療所 川　上 ◯542014
（歯）登城歯科医院 無田ヶ原 ㉖2525

（外）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（内）市原内科皮膚科 塩屋町 ㉒0184
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）萩市弥富医療センター 弥　富 ⑧2311
（歯）村上歯科医院 唐樋町 ㉕2828
※当番医の確認は役場または各支所へ

4月21日（日）

4月28日（日）

4月29日（月）

5月12日（日）

5月19日（日）

5月3日（金）

5月4日（土）

5月5日（日）

5月6日（月）

萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関
する相談を受け付けています。
☎0120－506－322
（通話料・相談料無料）

町の笑顔（^▼^）

予
定
で
す
。
新

緑
薫
る
福
と
賀

の
里
で
、
コ
イ

の
ぼ
り
た
て
に

心
地
良
い
汗
を

流
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
　
４
月
30
日（
火
）午
後
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山口県立大学 阿武サテライトカレッジ

文化の壁を越えて
～ヨーロッパ・アジア・アフリカの地域づくり～

第1回　 6月8日（土）
　　　　10：00～11：30　のうそんセンター
　　　　中国に輸出された鎌倉時代の防長の材木
　　　　国際文化学部准教授　伊藤　幸司

第2回　 6月15日（土）
　　　　10：00～11：30　町民センター
　　　　文化が人をつなぐ
　　　　～ドイツに学ぶ文化遺産を活かした観光～
　　　　国際文化学部准教授　斎藤　　理

第3回　 6月22日（土）
　　　　10：00～11：30　ふれあいセンター
　　　　アフリカの日常生活に学ぶ地域づくりの課題
　　　　～水辺の暮らしと物々交換の経済～
　　　　国際文化学部教授　安渓　遊地

●定　　員／各４０人
●受 講 料／１，０００円（全３回）
●応募期限／５月２７日（月）
●申込方法／はがき、電話またはＦＡＸで、住所・氏名・電話
　　　　　　番号を下記の宛先までお知らせください。
　　　　　　〒759-3622　阿武町大字奈古3078-1
　　　　　　阿武町教育委員会 社会教育係
　　　　　　℡：08388-2-0501　FAX：08388-2-2075
●受講通知／はがきで通知
※全講座を受講すると修了証書を授与

まぁ、いまタケノコが
採り放題じゃあね！
　　～奈古の裏山で～
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阿武町の人口と世帯数 （3月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,416（ 4 ）

　689（－ 1 ）

　644（－10）

3,749（－ 7 ）

1,076（ 5 ）

　307（ 0 ）

　312（－ 6 ）

1,695（－ 1 ）

転入　19

転出　26

出生　 3

死亡　 5

3月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

101
（96）
5
（2）

17
（20）
2
（0）

0
（0）
0
（0）

1
（0）

11
（16）

負傷者死者

人　身　事　故
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萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
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～阿武町の郷土料理～

若　竹　煮

わ
たし
の食改料理

宇田浦
野村眞津江さん

［材料（４人分）］
茹で竹の子 ３００ｇ
わかめ（塩蔵） ３０ｇ
木の芽 適宜

［作り方］
①竹の子は穂先と根元に切り分け、根元
は７～８ミリ厚さのいちょう切りに
し、穂先は縦に４～６つ割りにする。
わかめは流水で洗い、水につけてもど
す。
②鍋に煮汁の材料を合わせ、竹の子を入
れて強火にかける。ひと煮立ちしたら
アルミ箔などで落としぶたをして中火
にして約１５分煮る。
③食べやすく切ったわかめを加え、落と
しぶたをして約５分煮る。火を止め、
そのまま煮汁にひたして冷まし、さら
に味を含ませる。煮汁とともに器に盛
り、木の芽を添える。

※春の生竹の
子を使えば
香りもフレ
ッシュです

●問い合わせ先　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町内の
求人情報

求人数 年齢 賃　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　社　名
１人 40歳以下 150,000円～200,000円 養豚作業者有限会社 鹿野ファーム 阿武農場

4月分

保育参観　保護者会・母親クラブ総会　9:30【みどり保育園（合同）】
阿武町農業委員会委員選挙（投・開票）7:00【各投票所】
自然観察と山菜狩り　9:30【福賀地区山林（久瀬原）】
阿武町農業委員会委員当選証書付与　9:00【委員会室】
福賀公民館事業連絡会議　19:30【のうそんセンター】
狂犬病予防注射と犬の登録（集合注射）9:00【町内各所】
阿武町生改連総会・役員会　9:30【役場小会議室】
宇田寿齢会連絡協議会総会　11:00【ふれあいセンター】
阿武町消防団副団長会議　17:00【役場会議室】
奈古スポーツ少年団入団式　18:00【体育センター】
阿武町消防団操法訓練開始式　19:00【奈古漁港】
宇田郷地区子ども会育成連絡協議会　19:30【ふれあいセンター】
奈古寿齢大学運営委員会･寿齢クラブ役員会　9:30【町民センター】
平成25年度阿武町交通安全対策協議会総会　10:00【役場会議室】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
奈古地区子育連総会　19:30【町民センター】
阿武町戦没者追悼慰霊祭　10:00【町民センター】
阿武町消防団幹部会議　15:00【役場会議室】
参議院山口県選挙区選出議員補欠選挙（投・開票）7:00【各投票所】
福賀大井川土手鯉のぼり立て　14:30【大井川】
町長初登庁式　9:00【役場会議室】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
福賀地区ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】
食改役員会　9:00【役場大会議室】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】
自衛隊募集相談員委嘱状交付式　9:00【役場公室】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
奈古さつき婦人学級運営委員会【町民センター】
奈古若葉学級運営委員会【町民センター】
すくすく乳児相談　10:30【母子健康センター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】
プロジェクトグリーン第３弾（芝生植え付け）9:00【（仮称）中央公園】

4月9日現在

煮汁
だし ３カップ
酒 大さじ２
みりん 大さじ２
薄口しょうゆ 
 大さじ２強



◆問い合わせ先　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3111

作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

３月の優秀作品

ごっそーごっそー
旬旬旬ののの

　お店で肉料理の付けあわ
せ、飾りとして添えられて
いると思いパセリのように
食べないで残す方も多いの
ではないでしょうか。
　この時期、きれいな水の湧き水や小川に群生して
いるのをよく見かけます。スーパーなどで販売して
いるものはほとんど栽培されているもののようです
が、道の駅にもたまに天然物が出荷されます。
　クレソンは「オランダ水からし」とも呼ばれ、特
徴ある風味と大根にも似たような、食べてくせにな
るような辛味があります。
　この辛味は大根と同じくシニグリンという成分で
利尿、食欲増進させる効果があります。その他にも
抗菌効果、血液酸化防止効果、動脈硬化の予防、髪
の健康維持、視力維持、粘膜や皮膚の
健康、喉や肺などを守る働きなど期待
できると言われております。
　また、カリウム、カルシウムも豊富
に含み、高血圧の方にもおすすめ、骨
を丈夫にし、ストレス解消にも効果が
あるそうです。
　クレソンは残さないで必ず食べましょう。ちぎっ
てサラダに混ぜたり、おひたしや和え物に、ホーム
ページのレシピ等も参考にしながら一工夫して美味
しく食べたいものですね。　
　葉は濃い緑色で、茎は太目の真っ直ぐ伸びたもの
を選びましょう。保存は濡れ新聞などに包み、立て
た状態で冷蔵庫の野菜室に入れましょう。
◆問い合わせ先
　道の駅阿武町物産直売所　☎０８３８８－２－２８２８
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道の駅「阿武町」
支配人 田中良平

テーマ「自由」「お～!!」
和田孝宣（東方）
●コメント：子どもの驚いて
目を見開いているところを、
すかさず撮影してみました。

「夕暮れの町」
西村信教（市）
●コメント：夕日が沈んだ直
後の奈古の本通りを、東方か
ら市の方向へ向けて撮った写
真です。

テーマ「３月」
「只今、お仕事中！」
西村信教（市）
●コメント：庭のあ
んずの花が咲き始
め、蜜蜂が忙しく蜜
を集めている様子を
撮影したものです。

「山の主」清水教昭（宇田浦）
●コメント：御山神社の朝、
銀杏の枝が大気から、精気を
宿すところを撮りました。
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